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賀詞交歓会部会
小林

令和５年度・賀詞交歓会部会活動の報告、取りまとめについて
令和６年賀詞交歓会「企業発表」

【はじめに】
１． 　ＳＳＣ賀詞交歓会部会の「企業発表」に向けた活動は、令和６年１月５日に開かれた「精華町商工会　賀詞交歓会」での発表をもって一区切りつきました。

２．　 企業発表に向けた部会活動を、昨年４月以降で実施し、部会議論や検討を行ない、賀詞交歓会に結び付けることが出来ましたこと、皆様に感謝申し上げます。
　　　　ありがとうございます。

３．　 一方、全体会議の場で実施する「部会議論」については、数回に終わり、秋以降は全体会議で意見をいただく事に留まったことは事実です。（夜などに部会独自の集まりは実施いたしませんでした）

４．　 令和５年度の活動も後２カ月余りとなった中、１月５日の賀詞交歓会での「企業発表」に向けた取り組み及び、賀詞交歓会当日を振り返り、部会の活動報告を作成するとともに、令和６年度の活動充実に繋げていきたく考えます。

５．　 つきましては、１月２５日の全体会議で部会論議をする前提で、発表者を含め、部会の皆様に対して、ご意見やご要望をいただきたく、ご検討いただきたい項目などを次に記します。
　　全体的な報告とりまとめは、「素案」として「別添１」を添付いたします。　
  残念ながら当日ご参加できなかった方も、事前の取り組みなどについてのお声をいただきたく、皆様からのご意見・ご要望など、どうぞよろしくお願いします。

７． なお、可能な方は、１月２０日までに、メールにて、小林までお送り頂ければ、部会議論の中でご紹介いたします。重ねてよろしくお願いします。　　　ＵＲＬ　tdkobaya@gmail.com
　　
【取りまとめスケジュール】

〇　１月２５日　全体会議　　部会議論　⇒　とりまとめ　⇒　部会報告（1次案）

〇　２月２２日　全体会議　　1次案の報告により全体議論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　とりまとめ　必要ならば再度部会議論へ
〇　３月２８日　全体会議　　2月の全体会議を踏まえ、最終案提案　⇒　全体確認。
　　　
※　各全体会議への提案は、役員会を経て実施する
　【ご意見・ご要望について】

《賀詞交歓会へ向けた取り組み》

１．　発表事業者の選定にあたって（学研企業と地元企業から、　アンケートの実施）
　　

２．　発表内容の検討について

(1)　発表者による骨格の提案と確認　


(2)　骨格確認後の発表内容の検討・提案とブラッシュアップについて


３．　賀詞交歓会当日の状況について

(１)　発表される３者の発表データの突合や修正・発表環境について


(2)　リハーサルについて


(3)　本会事業スケジュール内における企業発表の割りあて（順番）について


(4)　発表３者の流れ（転換）について

４．　全体的に

(１)　準備活動について


(2)　賀詞交歓当日の状況について


(3)　次年度に、引き継ぐもの。　また次年度の課題について


5. その他


ありがとうございます。
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